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デザインに対する考え方 

●一般ユーザー向けの画面デザイン●  
 

  一般ユーザー向けの画面デザインを考えていくにあたって、操作性とそ 
  れ以外に、画面が与える印象も重要なポイントだと考えた。 スマート 
  フォンは電子的でシャープなイメージがあるため、全体的にクールな印 
  象を持たせた。 
  また、スライドさせるボタンを多く取り入れ、ユーザーが新しい感覚で 
  操作ができるようにした。 

 
 
 

●シニアユーザー向けの画面デザイン●  
 

  シニアユーザーは画面全体の判読性や操作性がとても重要だと思いアイ 
  コンより文字での表記を多くした。 
  また、全体的に文字を大きめにし、シニアユーザーがストレスなく操作 
  ができるようなデザインにした。 
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ダイヤル画面(一般ユーザー向け) 

誤作動を防ぐスライド式
の登録ボタン発信ボタン 
 

登録ボタンは左から右に、発信
ボタンは右から左にスライドし
て作動させるようになっていま
す。そうすることによってダイ
ヤル入力中の誤作動を未然に防
ぐことができます。 

直感的にわかる削除ボタン 
 

削除ボタンでここが消えます！ 

立体感のある数字キー 
 

数字キーには立体感を持たせ、
視覚的にボタンとしてわかるよ
うになっており、ストレスなく
ダイヤル入力をすることができ
るようになっています。 
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通話中画面(一般ユーザー向け) 

通話終了もスライドで 
 

通話中、もしかしたら画面に触
れてしまうことがあるかもしれ
ません。通話終了もスライドで、
あなたの電話に水を差しません。 

「あれ？これって今通話中
なの？」そんな混乱を防ぐ
ためにデザインされたこの
枠。繋がっているかどうか
は画面を見てみれば一目瞭
然。 

黄緑色の枠は通話中の合図です 
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ダイヤル画面(シニアユーザー向け) 

文字は見やすく、大きく、
わかりやすく 
表示されている文字は大きいの
で目をこらさなくてもよく見え
ます。黒ボタンに白の数字で表
示される数字キーは弱視の方に
も読めるようになっています。 

色で見分けられる登録・
発信・削除ボタン 
青・緑・赤。色がそれぞれ役割
の違いを教えてくれます。色覚
障害の方でも白く書かれた文字
から各ボタンを見分けることが
できます。 

 

消す位置がわかりやすい
削除ボタン 
表示される数字にアンダーバー
をつけました。そこから近くに
配置された削除ボタンにより、
誤入力も大丈夫。 
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通話中画面(シニアユーザー向け) 

ON-OFFが見やすい拡声
ボタン・消音ボタン 
ONになるとランプは点灯し、
OFFになればランプは消えま
す。ON-OFFの表示、大きな
字、黒地に白の文字。すべ
てが見やすく表示されます。 

通話終了は間違って押して
はだめなもの。他のボタン
とは離れたところにあるの
で、押し間違いを 
防止できます 

押し間違いのない通話終了
ボタン 
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